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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本粉体工業技術協会

（APPIE）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 Z 8891：2023 
 (ISO 17867：2020) 

粒子径解析－小角 X 線散乱（SAXS）法 

Particle size analysis-Small angle X-ray scattering (SAXS) 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 2 版として発行された ISO 17867 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，小角 X 線散乱（SAXS）を 1 nm～100 nm の粒子径範囲の平均粒子径の推定に適用するため

の方法を規定する。これは粒子間の相互作用と散乱とが無視できる希薄分散系に適用可能である。 

この規格では，幾つかのデータ解析方法，すなわち，ギニエ近似，モデルによるフィッティング，モン

テカルロ法（MC 法），間接フーリエ変換法（IFT 法）及び期待値最大化法（EM 法）について規定してい

る。使用者によって適切な解析方法が選択され，報告書に明記されることを意図している。ギニエ近似は

平均粒子径の推定値を与えるだけであるが，他の解析方法は粒子径分布に関する情報も与える。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 17867:2020，Particle size analysis－Small angle X-ray scattering (SAXS)（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）は適用し

ない。 

JIS Z 8890:2017 粉体の粒子特性評価－用語 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 26824，Particle characterization of particulate systems－

Vocabulary 

ISO/TS 80004-2:2015 Nanotechnologies－Vocabulary－Part 2: Nano-objects 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS Z 8890:2017 及び ISO/TS 80004-2:2015 によ

る。 


